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令 和 ６ 年 度 上 尾 伊 奈 資 源 循 環 組 合 議 会 行 政 視 察 報 告 書  

 

令 和 ７ 年 ２ 月 ７ 日 （ 金 ）   

上 尾 伊 奈 資 源 循 環 組 合 議 会  

 

１  視 察 日 程  令 和 ６ 年 １ ０ 月 ２ ４ 日 （ 木 ）・ ２ ５ 日 （ 金 ）  

 

２  視  察  地  滋 賀 県 草 津 市 ・ 大 阪 府 豊 中 市 /兵 庫 県 伊 丹 市  

 

３  視 察 内 容  滋 賀 県 草 津 市  

       ・ 草 津 市 立 ク リ ー ン セ ン タ ー  

       

       大 阪 府 豊 中 市 /兵 庫 県 伊 丹 市  

       ・ ご み 焼 却 施 設  

       ・ リ サ イ ク ル プ ラ ザ （ 豊 中 伊 丹 ス リ ー R・ セ ン タ ー ）  

 

４  視 察 目 的  令 和 １ ５ 年 度 の ご み 広 域 施 設 の 稼 働 開 始 に 向 け て 、  

当 該 施 設 の 整 備 事 業 を 進 め る に あ た り 、 近 年 に 稼 働  

開 始 し た 施 設 を 見 学 し 、 今 後 の 施 設 整 備 の 参 考 と す  

る ほ か 、 ご み 広 域 処 理 を 行 っ て い る 職 員 の 経 験 を 直  

接 伺 い 、 ご み 広 域 処 理 に お け る 課 題 へ の 対 応 に 生 か  

し 、今 後 策 定 さ れ る 施 設 整 備 基 本 計 画 の 検 討 に 資 す る  

こ と 。  

 

５  参  加  者  議    員  ８ 名  

執 行 部 等  ７ 名  

（ 正 副 管 理 者 、 事 務 局 職 員 ５ 名 ）  
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草津市立クリーンセンター（草津市） 

 

１ 日 程 令和６年１０月２４日（木）午後１：３０～午後３：００ 

 

２ 市の概要 

 ・人  口 １４０，２８６人（令和６年１０月１日現在） 

 ・行政面積 ６７．８２㎢ 

 ・一般会計当初予算額 ６２７億円（令和６年度） 

 

３ 施設の概要 

  処理方式 ストーカ式焼却炉 

  敷地面積 約２．３ヘクタール 

  延床面積 約１５，２９０㎡ 

  処理能力 【熱 回 収 施 設】６３．５ｔ／日×２炉 

       【リサイクル施設】１３．８ｔ／５ｈ 

  発電設備 蒸気タービン発電機、定格出力３，１００ｋＷ 

  供用開始 平成３０年３月 

 

４ 調査内容 

 (１) プラットホーム及びごみピット 

投入扉は３門、他に可燃性粗大ごみの投入口などがある。容量は８９０ｔ（７日分）

で、クレーンにより収集物を混ぜてごみ質の均一化を図っている。ごみ組成として

は、紙類５０％、ブラスチック類４０％、その他１０％であり、２０００～２５０

０kcal/kgである。 

 

 (２) 焼却炉 

ストーカは平行燃焼方式であり、炎が後燃焼ゾーンの上を通ってから上部に抜ける

構造であるため、焼却炉の損傷が少なく、追加の燃焼を行わずとも完全燃焼して効

率よく灰になる（残渣の比率は通常３％に対して、０．５％）。また、冷却方式が

空冷式であるため、炉の内側に燃えさしが付きにくい構造となっている。 
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 (３) ボイラー及び発電機 

焼却により発生した廃熱については、耐熱レンガの壁の裏側を通して空気の温度の

加熱に利用しているほか、ボイラーで発生させた蒸気は全て発電に使用しており、

全国でも１０位以内に入る高効率である。発電した電力の１/３は工場で使用し、

残りは関西電力に売電している。 

 

 (４) リサイクル施設 

不燃系の粗大ごみやプラスチック製品については、選別をしやすくするため、低速

回転式破砕機（金属の刃）で４０ｃｍ程度に破砕した後、高速回転式破砕機（ブロ

ック）で１５ｃｍ程度まで破砕した後、ベルトコンベアにより最上階に運ばれ、  

磁選機等によりアルミや鉄などの金属を取り除いた後、焼却施設のごみピットに 

投入し、燃焼して処理する。古紙と缶については直接業者が引き取るが、ビン、  

ペットボトル、プラスチック製容器包装については、手選別により汚れたものや 

割れたもの、マークのないものなどを取り除き、リサイクルに必要な分類を行った

上で、業者に引き渡す。 

 

５ 主な質疑応答 

問 現在の施設用地は建設前から草津市の所有地だったのか。 

 答 隣にある旧施設の整備時に作った運動公園の敷地であった。 

 

 問 近隣住民の理解はどのように得たのか。 

 答 排ガスなどについて法規制よりも厳しい環境基準で運営することで理解を得た。 

 

問 施設の運営方式及び業者選定の方法はどうなっているのか。 

 答 一般公募による。事前問合せは４社あったが、最終的には川崎重工株式会社を中心 

に、旧施設運営会社を協力会社としたＳＰＣが落札した。 

 

 問 焼却方式は入札に応募する会社が提案するのか。 

 答 焼却方式は事前に協議会において決定した。 
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 問 新施設の稼働に伴って分別方法などの変更はあったか。 

 答 粗大ごみについて、持込可能な曜日と時間帯を拡充し、料金体系を定量制に変更 

したが、分別方法は変更していない。 

 

 問 新施設の整備に当たって地域からの要望はなかったのか。 

 答 温浴施設は近隣にあったため、特に要望はなかった。 

   交付金の金額については、旧施設の増改築のたびに増額。１０年前までは協力金と 

して使途の確認を行っていなかったが、現在は使途を限定しており、主に地域の 

会館の修繕や祭りの費用に使用している。 

 

 問 可燃物と不燃物の割合はどのくらいか。 

 答 可燃物（可燃の粗大ごみ除く。）が３．２万トン、不燃物が０．５万トン。 

 

 問 ごみの収集方法はどうなっているか。 

 答 原則としてステーション方式であるが、粗大ごみについては個別回収を実施。 

 

 問 ブラスチックやペットボトルの処理に係るコストや売却による収入は。 

 答 プラスチックの選別処理等については、一括で運営を委託しているため不明であり、 

お金を払ってリサイクルしてもらっている。ペットボトルも売却価格は高いが、 

収集及び処理に要する費用を含めると赤字である。 

 

問 埋め立てに要する費用はいくらか。 

 答 運搬が５，０００円/ｔ、処理が１２，０００円/ｔのため、令和５年度は、 

約６，０００万円であった。 

  

 問 発電による収益はどのくらいか。 

 答 令和５年度は１億６，８００万円であった。 

 

 問 ごみ袋の有料化は行っているか。 

 答 集積所に出すごみは指定袋に入れる必要があるが、令和５年９月までは、一定数 

の引換券を無料で全戸配布しており、それ以上に必要な場合はスーパー等で販売し 
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ていた。近隣の市町村の状況や負担の公平性（分別のメリットが市民にない）との 

観点により、令和５年１０月から、焼却ごみについてのみ全て有料とした。 

（サイズにより、１０枚５０円～１５０円） 

なお、プラスチック・ペットボトル用は１０枚１５０円で、４０枚までは無料。 

 

 問 ごみ袋の有料化により、ごみ量は減少したか。 

 答 令和３年度をピークに、全国的にごみ排出量が減少しているため、効果は不明。 
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ごみ焼却施設／リサイクルプラザ（豊中市・伊丹市） 

 

１ 日 程 令和６年１０月２５日（金）午前１０：００～午後０：００ 

 

２ 豊中市伊丹市クリーンランドの概要 

  ・昭和３６年４月に発足 

  ・構成団体は、大阪府豊中市及び兵庫県伊丹市の２市 

  ・令和６年１０月１日現在の対象人口は、５９３，１５０人 

（豊中市３９８，１４５人、伊丹市１９５，００５人） 

  ・事業内容は、構成市の収集部局により集められたごみについて、広域的ごみ処理 

施設の設置及び管理（職員による直営）を行っている。 

  ・議員定数は１３人（豊中市７人、伊丹市６人） 

  ・定例会は年２回（２月及び１１月） 

   

３ 施設の概要 

 ・焼却施設 

   処理方式 ストーカ式焼却炉 

   敷地面積 ４９，８４５．２０㎡ 

   建築面積 １３，５４０．４０㎡ 

延床面積 ３６，４１１．２１㎡ 

   建築高さ ４４．２２ｍ（煙突は４５ｍ） 

処理能力 １７５ｔ／日×３炉 

   発電設備 蒸気タービン発電機、定格出力１４，０００ｋＷ 

   供用開始 平成２８年３月 

 

 ・リサイクルプラザ 

   敷地面積 約１９，０００㎡ 

   建築面積 約 ５，０００㎡ 

   延床面積 約１１，０００㎡ 

   処理能力 １３４ｔ／日（不燃ごみ類５３ｔ／日、資源物８１ｔ／日） 

   供用開始 平成２４年３月 



- 7 - 

 

４ 調査内容 

 (１) プラットホーム 

令和５年度のごみ排出量は豊中市が７４０ｇ／人・日、伊丹市が７３５ｇ／人・日

であり、全国平均の８００ｇ／人・日よりは少なく、可燃物の搬入量は３９７ｔ／

日（処理能力は５２５ｔ／日）となっている。プラットホームの１番～７番がごみ

収集車用、８番～１０番が持ち込み用のダンピングボックスとなっており、ごみの

持ち込みについては、１０ｋｇ当たり１０５円の完全予約制となっている。臭気対

策として、入口にエアカーテンがあるほか、プラットホームの扉が２重になってい

て、２つの扉は同時には開かないようになっている。 

 

 (２) ごみピット及び焼却炉 

ごみピットに投入された可燃物は、４人家族の１０年分のごみ量に相当する約１２．

５ｔを１回につかめる自動制御のクレーンにより攪拌された後、燃え残りの落下を

防ぐために隙間を小さくしたハイパー火格子の上を移動しながら、乾燥、燃焼、後

燃焼の３段階に分けて完全に燃焼され、容積が１／７０の灰となる。現在使用して

いる大阪湾フェニックスセンターの許容量はあと１０年程度のため、最終処分量の

減少は重要である。 

 

 (３) リサイクルプラザ 

ビン、缶、ペットボトル、プラスチック製容器包装については、機械により破袋し

た後、手選別により不適物を除外し、必要な分別を行っている。なお、手選別につ

いては、障がい者雇用の観点から、知的障がい者の方を雇用し、指導者含めて３０

人で５，０００ｔ／年（２５ｔ／日）のごみを処理しており、それぞれの手選別ラ

インの見学場所には、実際に含まれていた不適物や危険物が展示されていた。近年

は小型家電等に含まれる充電池等による火災が増えており、平成２６年の２９件／

年から令和４年には１，３８１件／年となっており、火災原因となったノート PC

や電動自転車、掃除機などの家電の焦げたバッテリーの実物が展示されていた。そ

の対策のため、豊中市では、小型家電について、拠点回収だけではなく、令和５年

１０月から定期回収を行っている。 
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４ 主な質疑応答 

 問 施設の整備及び運営に係る負担割合はどのようになっているか。 

 答 焼却施設２０５億円、リサイクルプラザ６０億円の合計２６５億円の整備費につい 

ては計画量割を使用し、稼働後の運営費については処理量割を使用しており、人口 

については、負担割合には加味していない。なお、収集車がいずれの市が委託した 

ものかの判別については、事前に業者に配布してあるカードにより行っている。 

 

 問 地域還元策について協議を行った地元４団体とはどのような団体か。 

 答 豊中市及び伊丹市の自治会のほか、猪名川の水利組合である。建替えに係る協議に 

ついては、事業の進捗に合わせて９年で２５回行い、時には厳しいご意見もあった 

が、昭和３０年代から６０年以上にわたって築き上げた信頼があるので、重い要望 

はなかった。 

 

 問 焼却施設の管理運営を職員が直接行うメリットは何か。他の団体であるか。 

 答 ほとんどの自治体が委託で行っているが、大阪広域環境施設組合では、６つの施設 

   のうち、２つが直営、２つが運転のみ委託、２つがＤＢＯの方針となっている。 

   技術力を継承し、管理運営を業者任せにしないために、主に豊中市からの派遣職員 

   により直営で行っている。約３０年前に能勢町のごみ処理施設に出向していた際に、 

   ダイオキシンの事故が発生したが、完全に業者任せだったため、誰も気づくことが 

できなかった。ＤＢＯなどにするとしても、適切なモニタリングを継続することが 

重要である。 

 

問 直営方式を継続することはどのように決定し、その際の議会の反応はどうだったか。 

答 事業化検討委員会の提言を踏まえて、正副管理者の協議により決定したが、検討状 

況を逐次議会に報告していたため、特に反対はなかった。なお、事業化検討委員会 

による視察は行っていない。 

 

 問 発電機を５，０００㎾から１４，０００㎾に変更した場合、何が変わるのか。 

 答 ボイラーの圧力を１．６メガパスカルから４メガパスカルに変更し、蒸気の温度や 

   量の調整を行っている。 
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 問 緑化の効果はどうか。 

 答 施設が地域に溶け込み、焼却場に見えないようにすることが目的であり、断熱効果 

については把握していない。 

 

 問 ごみ袋の有料化は行っているか。 

 答 収集部門である両市の判断で、状況が異なっている。豊中市はスーパーマーケット 

などで販売しているが、処理量の上乗せは行っていない。伊丹市は透明又は半透明 

の袋であれば、特に制限はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


